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穀物加工工程からの副産物利用は肉用牛

生産コスト削減の一方策である。そこで，

トウモロコシまたは小麦 DDG およびホィ

ートミドリングスをトウモロコシサイレー

ジと組み合わせて肉用若雌牛に給与して発

育，採食行動およびルーメン pH に及ぼす

影響を比較検討した。 

ルーメンカニューレを装着した 16 頭を

含む総計 80 頭の雑種若雌牛 80 頭（平均体

重約 300kg）を 4 群に分けて 4 種類の試験

飼料を 70 日間給与する育成試験を行い，採

食行動とルーメン性状調査を行った。試験

飼料はトウモロコシサイレージ 55 %とサ

プルメント 5 %を共通成分として，1）大麦

（対照），2）トウモロコシ DDGS，3）小

麦 DDGS，および 4）ホィートミドリング

スをいずれも 40%配合して TMR に調製し

た。大麦と各副産物の飼料成分組成の差異

により試験飼料の粗たん白質（CP），中性

デタージェント繊維（NDF）および粗脂肪

などの組成が異なったが，差異の調整は行

わなかった。大麦，トウモロコシ DDGS，

小麦 DDGS，およびホィートミドリングス

飼料の CP 含量は各 10.0，17.1，21.2，お

よび 12.3 %，NDF 含量は各 27.9，35.6，

35.5，および 37.4 %，粗脂肪含量は各 2.0，

5.7，2.6，および 2.6 %であった。 

その結果，大麦給与区は各副産物給与区

に比較して，乾物摂取日量と増体日量が少

なかったが，飼料効率，採食行動項目およ

びルーメン pH 変動値には区間差が見られ

なかった。 

トウモロコシサイレージを 55 %含む育

成用飼料においては，大麦 40 %分を副産

物飼料（DDGS やホィートミドリングス）

で代替しても採食行動とルーメン pH に悪

影響を及ぼすことなく，大麦給与と同様の

増体量と乾物摂取量が得られることが示さ

れた。 
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